
令和４年度第２回廿日市市地域包括支援センター運営協議会

会議録

廿日市市健康福祉部地域包括ケア推進課
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令和４年度 第２回地域包括支援センター運営協議会

１日 時 令和５年２月９日（木）

午後７時００分～午後８時３０分

２場 所 山崎本社みんなのあいプラザ 多目的ホール

３出席者 別紙出席者名簿のとおり

４内 容

○別紙会議次第により進行

（1）部長あいさつ

（2）議題

１ 令和５年度廿日市市地域包括支援センター運営方針（案）について

（資料１）

２ 令和５年度廿日市市地域包括支援センター事業計画（案）について

（資料２）

３ 地域包括支援センター業務継続計画（案）（資料３）

森﨑係長） ただ今から、令和４年度 第２回廿日市市地域包括支援センター運

営協議会を開催いたします。

この会議の進行を務めさせていただく、地域包括ケア推進課の森﨑

でございます。よろしくお願いいたします。

それでは、開会に当たりまして、廿日市市健康福祉部長の中川より

ご挨拶申し上げます。

中川部長） 健康福祉部長の中川でございます。

委員の皆様方には、平素から、市の福祉保健行政の推進に、ご理解

とご協力をいただき厚くお礼申し上げます。

また、本日はご多忙のところ、参加いただき誠にありがとうござい

ます。

地域包括支援センターにおいては、令和４年４月から、直営と委託

型で設置を５ヶ所に拡充して運営しております。

地域の方からは「相談しやすくなった」という声をいただいたり、

センターの職員も地域活動に積極的に参加することができており、

より住民に身近なところで支援ができていると実感しています。

地域包括支援センターへの相談内容では認知症に関することが増加

しており、今年度から新たな取り組みとして圏域ごとに物忘れ相談

会を実施しています。どこにも相談していなかった当事者が相談に
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つながった事例や、地域で孤立気味でしたが、認知症地域支援推進

員と一緒に認知症カフェへ参加し、地域とのつながりができた事例

もありました。

本市では今年度新たな取り組みとして、脳の健康度を測定する、

「ノウノウ」をあいプラザまつりや地域のサロンで実施しました。

これはスマートフォンやタブレットからＱＲコードを読み込み、集

中力及び記憶力、脳年齢を測定するものです。

測定結果より、気になる人は地域包括支援センターにつなぎ、以前

から課題となっていた認知症の早期発見の取組として、今後も継続

していく予定です。

また、今年度は、認知症サポーターで構成されたチームで、認知症

の人やその家族に対する生活面の早期からの支援を行い、認知症の

人もメンバーとしてチームに参加する「チームオレンジ」が３カ所

立ち上がりました。地域での居場所や見守り活動が広がっており、

今後も継続して取り組んでいきたいと思っております。

今後さらに、地域の実情に合わせた介護予防等の取組を進めていき

たいと考えております。

本日は、来年度の地域包括支援センターの運営方針や事業計画等に

ついてご説明させていただきます。地域包括ケアシステムのさらな

る深化・推進に向けて幅広いご意見をいただければと思います。ど

うぞよろしくお願いいたします。

森﨑係長） 次に本日の会議資料を確認させていただきます。本日の資料でござ

いますが、

・本日の会議次第

・出席者名簿

・資料１ 令和５年度 廿日市市地域包括支援センター運営方針

（案）

・資料２ 令和５年度廿日市市地域包括支援センター事業計画（案）

・資料３ 業務継続計画（ＢＣＰ）（案）
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をお配りしております。よろしいでしょうか。

続きまして、出席委員及び職員紹介は、会議資料としてお配りして

おります「廿日市市地域包括支援センター運営協議会委員名簿」に

代えさせていただきます。

本日は、オンライン開催のため、発言される際は、手を挙げ、お名

前をお伝えしていただいてから、ご発言してくださいますようよろ

しくお願いいたします。

また、終了時間を２０時３０分頃を予定しておりますので、ご協力

の程よろしくお願いします。

本日、この会議は、廿日市市地域包括支援センター運営協議会設置

要綱により、地域包括支援センターの運営方針及び事業計画につい

て、協議会からご意見をいただくことを目的としております。

これからの議事進行は、設置要綱第８条 第１項の規定により、大

久保会長にお願いいたします。

大久保会長）それでは議題（１）の「令和５年度廿日市市地域包括支援センター

運営方針（案）について」、事務局から説明してください。

友重課長） 資料１「令和５年度の廿日市市地域包括支援センター運営方針

(案）」でございます。１ページをご覧ください。

地域包括支援センターの運営上の基本的な考え方や理念、業務推進

の指針等を明確にするとともに、地域包括支援センター業務の円滑

で効率的な実施を目指しております。

来年度重点的に取組を行うものを中心に、ご説明いたします。資料

では重点的な取組等に黄色でラインをひいております。

２ページをご覧ください。

４ 令和５年度に重点的に取り組む事項でございます。
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来年度は、枠内にお示ししています６点について重点的に取り組み

ます。より、優先的に取り組む項目から表記しております。

(1)包括的及び重層的な相談対応の推進でございます。

地域における複合化・複雑化した困難事例への対応にあったっては、

重層的支援の視点が、必要となるため、高齢者の支援のみではなく、

世帯の課題に気づき、支援を必要とする高齢者の介護者等も適切な

関係機関に繋ぐ相談支援等を行い、センターと居宅介護支援事業所

が連携するとともに、関係機関によるネットワークの形成に努めて

いきたいと考えております。

(2)予防的視点をもった地域ケア会議の実施でございます。

各地域包括支援センターで地域ケア会議の開催などを通して、関係

機関との連携や地域課題の把握・解決に向けての取組を進めて行く

ために必要な視点として個別の事例に対し、課題を抽出する作業を

積み重ねる中で、「どのようにしたら予防できたのか」「地域に何

があったら予防できたのか」「より早期に発見するにはどうしたら

よいか」など予防的な視点を持ち、ネットワーク構築や資源開発、

施策提案へつなげていきます。

引続き３ページをご覧ください。

(4)認知症高齢者とその家族への支援でございます。

イ日常生活・社会生活における意思決定支援の項目を追加しており

ます。日常生活や社会生活等において認知症の人の意思が適切に反

映された生活が送れるよう、認知症の人の意思をできる限り丁寧に

くみ取ることが大切になります。そのために、本人が意思を形成す

ることの支援と、本人が意思を表明することの支援を中心とし、本

人が意思を実現するための支援を行います。

４ページをご覧ください。

（6）高齢者及びその家族の孤立化防止への取組でございます。
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地域包括支援センターでの各事業を通して情報収集を行い、生活支

援コーディネーターや民生委員等と連携し、地域の中での見守りや

居場所づくり等の支援、地域の様々な資源のネットワークを広げ、

高齢者や家族が孤立することを防止する取組を行います。

続きまして、５センター業務（1）総合相談支援業務でございます。

５ページをお開きください。オ支援の終結を追加しております。

終結条件を定め総合相談業務の整理を行なうことで、包括支援セン

ターの機能強化を図るため、センターとして組織的に終結の判断を

おこなうよう確認体制を整えます。終結の目安として、５つの場合

を想定し記載しております。

その他、｢５センターの業務」や｢６行政機関等との連携｣、｢７新

型コロナウイルス感症等への対策｣で追加等行なっている箇所があ

りますが、今年度の運営方針と概要は変わりませんので、説明は省

略させていただきます。

以上で「令和５年度廿日市市地域包括支援センター運営方針」につ

いての説明を終わります。

大久保会長）何かご質問、ご意見ありませんでしょうか。すみません。私から基

本的なことを伺いたいのですが。この今おっしゃった「予防的視点

をもった地域ケア会議の実施」というところで、まず地域ケア会議

はどういう事例が発生して、今までにどういう人たちが集まってさ

れているのでしょうか。

友重課長） ご質問ありがとうございます。地域ケア会議は、各地域包括支援セ

ンターの方で定期的に行われています。事例については、実際に地

域包括支援センターの方で、センター職員が担当している高齢者の

方で関わりが難しい方、関わりの中で自分の関わり以外で多角的な

意見をいただきたいような、そこそこの包括支援センターの方で事

例を選定されて検討しています。その中で、その方に必要な関係機

関の方に声をかけさせていただいて、地域の団体の方だったり、多
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職種の方だったりに参加していただいているような地区もあるよう

に聞いております。

大久保会長）どのくらいの頻度で開催されるのですか。例えば週に１回とか。毎

日ということはないだろうけど。

友重課長） 月１回、定期的に行っている地域包括支援センターもありますし、

不定期に開催されているところもあるようです。

大久保会長）いや、だから不定期なのはわかるのですが、どれくらいトラブルと

いうか問題のある方がいらっしゃるのか聞いてみたくて、例えば１

週間に１回くらいはそういう事例がでてくるのか、それとも月に１

回、１人か２人しかないのか、どうなのか。

山野所長） 地域包括支援センターはつかいち東部の山野です。うちの包括では

定期で開いているものが、２ヶ月に１回、個別で開いているのもあ

りまして今までに９回開いております。その人の課題に合わせて行

っておりますので、その課題が出てきたときにそのタイミング良く

開くので、１人につき３回していることもあれば、１回で終わるこ

ともあります。

大久保会長）今までで９回ということは年間で９回ということですか。

山野所長） ４月から１月までです。

大久保会長）今年度？

山野所長） そうです。

大久保会長）ありがとうございます。他に何かありませんか。

堀委員） 民児協の堀です。４ページのところで（６）高齢者及びその家族の

孤立化防止への取組で、「生活支援コーディネーターや民生委員等

と連携し地域の中での見守り」の文章で、これは黄色で重点項目と

いうことで追加されているということで、この文言でさらに黄色く

なっているということは、何か新たなことに取り組もうとされてい

るのかどうか、そこに私たち民生委員は今後どのように対応したら
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良いのか、興味があってお聞きしました。この生活支援コーディネ

ーターというのが、よくわからなくて、包括さんの中に生活支援コ

ーディネーターという方がいらっしゃるということなのでしょうか。

友重課長） ご質問ありがとうございます。（６）高齢者及びその家族の孤立化

防止への取組というところで、重点的に取り組む項目に挙げさせて

いただいた理由なんですけども、現在、健康福祉総務課の健康づく

りの部署と連携しながら、健診や受診、いろいろなサロンとかにも

出向いておられないような、どこともつながりのもててないような

高齢者の方に対して、アプローチをさせていただくような取組を一

緒にさせていただいているところでございます。民生委員さんの方

も、秋から冬にかけて高齢者の方の訪問事業をされていると思うん

ですけれど、その民生委員さんとの訪問事業とも連携させていただ

きながら、地域活動の中では地域包括支援センターだけでは把握で

きない、社会との関係性が薄い高齢者に対してアプローチを早めに

行い、元気に廿日市市で生活していただけるように支援を行ってい

きたいという思いで、こちらを重点項目とさせていただいておりま

す。

生活支援コーディネーターについてなんですけれど、こちらの事業

は生活支援体制整備事業という中での位置づけで、この事業は社会

福祉協議会の方に委託をさせていただいております。各生活圏域に

コーディネーターさんが１名ずつ配置されておりまして、地域課題

や地域の資源状況の把握をしていただきながら、関係者とのネット

ワークから地域の多様な主体が、地域活動に活発に活動されて地域

資源を新たに生み出す、いろいろネットワークを深めていくという

ような取組をしていただいているところです。

おそらく各地域に出向いて、いろんな集まりの方へ出向いて行かれ

ているので、堀委員さんも会われているんだと思うんですけどもそ

うした役割の方を社会福祉協議会の方へ担っていただいておりま

す。

堀委員） 思いはわかったんですけれども、具体的にどうなんだろうという

ころが、しいて言えば百歳体操の方を広めようとされていることな

のかなと思うんですけど、私たちの思いと少し齟齬があるかなと感

じているので、地域包括さんは私たち民生委員の方も身近に感じて

いるし、力にもなっていただいているところなので、抽象的な文言
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ではなく、一緒に関わっていけたらいいなという風に思っています。

感想です。

大久保会長）その他何かありますか。

寺田委員） ３ページの４の「日常生活・社会生活における意思決定支援」で認

知症の方というところで、具体的にある程度ツールとかを使ってい

かないとなかなか難しいのかなと気がしていまして、百歳体操でこ

れから手帳というのを使って、その人たちの思いというのを引き出

すというのを私たちは活動させてもらっていうのですけど、４ペー

ジの（５）在宅医療・介護連携の推進にもつながるし、（６）孤立

化防止では、私が平成２７年から地域活動をさせてもらう中で、常

にみんなとつながるということがいいことだと思っていたのです

が、厚生労働省の人から注意を受けまして、普段は１人でいたいけ

ど困ったときだけ助けてほしいとか、その人に合った実情での支援

をということで、ある程度何かのツールで表出するトレーニングを

しておかないとなかなか難しいんじゃないかと。具体的に、ツール

を使ってコミュニケーションをとれるように私は教えてもらったの

で。なかなか広がらないんですけど。また、具体的な企画は教えて

もらったらいいんですけど。これからですね。

大久保会長）１番最後の７新型コロナウイルス感染症等への対策で、(3)市民へ

の情報提供がすごく力強いというか、基本的には利用者さんにとい

う意味ではないのですか。それとも廿日市市民全体に情報提供され

るような試みにされるのでしょうか。

友重課長） 主に高齢者の方へという思いで書かせていただいております。

介護予防や百歳体操など集団の場に出ていく中で、こういうことに

注意していただきながら、健康を保っていくために情報提供をとい

うふうに考えております。

大久保会長）他のところでは利用者さんにという書き方がしてあって、ここだけ

市民にするってなっている。パワフルだけど、どうしていくのです

か。
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友重課長） 地域包括支援センターの方で、実際にプランを立てさせていただい

ている利用者さんだけでなく、介護予防などの活動に参加していた

だいている高齢者、またそういった方々を通して広報できたらと思

っています。

大久保会長）廿日市市として、市民の皆様へという書き方にも見えるから、どう

いう言い方がいいのかなと思って。

友重課長） はい。またこちらの表現の方を検討させていただきます。ありがと

うございます。

大久保会長）その他ございますでしょうか。ないようですので、次の議題に移り

たいと思います。議題（２）「 令和５年度廿日市市地域包括支援

センター事業計画（案）」、事務局から説明してください。

友重課長） それでは、「令和５年度廿日市市地域包括支援センター事業計画」

の案について、ご説明いたします。

１ページをお願いします。

１総括事項（1）設置でございます。

今年度と同じく、委託型センターをはつかいち東部及び中部の２ヶ

所、直営の包括支援センターをはつかいち西部、さいき、おおのの

３ヶ所、ブランチ宮島は社会福祉法人に委託し、ブランチ吉和につ

いては、吉和支所に直営設置いたします。

２ページをご覧ください。

(2 )人員体制でございます。
来年度は、介護予防ケアマネジメント・介護予防支援件数が多い、

地域包括支援センターはつかいち西部に、介護予防支援員を１名増

員予定でございます。全体では、委託も含めて４９人体制となる予

定です。

３ページをご覧ください。２事業計画についてでございます。

先ほど資料１でご説明しました、運営方針に基づいて、事業計画を

作成しております。

資料１の運営方針の重点項目に該当する、力を入れて取り組みたい

事業について、資料２事業計画からピックアップしてご説明したい

と思いますので両方の資料を確認していただければと思います。

資料１についても再度ご準備ください。よろしいでしょうか。
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それでは、資料１ は２ページをお開きください。

重点項目（１）包括的及び重層的な相談対応の推進を行うため、高

齢者の世帯の課題に気づき、適切な関係機関に繋ぐ相談支援等を行

い、関係機関によるネットワークの形成につとめるための事業計画

は資料２の３ページをご覧ください。

１総合相談支援業務②総合相談支援が該当の事業となります。

高齢者だけではなく、分野や制度を超えた様々な相談に対応し、個

別地域ケア会議や相談支援ネットワーク会議でのケース検討等を重

ね、適切なサービスや制度に繋ぎ継続的支援を行なっていきます。

相談支援ネットワーク会議とは、健康福祉部の係長をフィールドマ

ネージャーと位置づけ、重層的な視点での支援について協議する場

でございます。

続きまして、資料１の同じく２ページ重点項目（２）予防的視点を

もった地域ケア会議の実施です。取り組む事業としては資料２の４

ページをお開きください。

５地域ケア会議の運営が該当いたします。

介護予防及び自立支援の視点から個別課題や地域の状況をふまえ、

多職種から助言を受けてケアマネジメントの資質向上に努めます。

そのために、各地域包括支援センターでの自立支援型個別ケア会議

を開催したします。

次に資料１の３ページをご覧ください。

重点項目（３）介護予防・自立支援に資するケアマネジメントの推

進です。取り組む事業については、資料２の４ページ４介護予防ケ

アマネジメント業務・指定介護予防支援業務②自立支援に向けたケ

アマネジメントが該当します。自立支援、重度化防止のために、多

角的にアセスメントを行い、課題整理を行う必要があります。今年

度行った自立支援型個別ケア会議で、ケアマネジャーのアセスメン

トが弱い点として、栄養や地域資源がありました。これらについて

もしっかりとアセスメントができる力をつけるため研修会の企画・

開催をいたします。

続いて資料１の３ページ重点項目（４）認知症高齢者とその家族へ

の支援についてでございます。

取り組む事業としては、資料２の３ページをお開きください。

２権利擁護業務④高齢者の意思決定支援でございます。
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日常生活や社会生活等において認知症の人の意思が適切に反映された

生活が送れるよう、認知症や身よりがない等の意思決定が困難な高齢

者の意思決定支援や、権利擁護の普及・啓発に資する講座等の開催を

考えております。

続きまして、資料１の４ページ重点項目（5）在宅医療・介護連携の
推進でございます。

事業計画としては、資料２の５ページをお開きください。

７在宅医療・介護連携の推進です。可能な限り住み慣れた地域におい

て生活を送ることができるよう、在宅医療・介護連携相談支援室と連

携し①入退院支援では、急変時や退院時の支援体制を整えるため、退

院時のカンファレンスへ参加し、医療機関との連携を図ります。

②人生会議の啓発では、本人の希望と選択に基づいて暮らしができる

よう、出前講座や百歳体操等の機会に、これからの人生や人生の最期

を考えること、それを言葉で残しておくこと等の理解促進に向けた啓

発を行ないます。

百歳体操において、現在継続的に支援に入っておりますが、その１年

半の際にこれから手帳の啓発をしております。「これから手帳」は広

島県地域包括・在宅介護支援センター協議会において発行されてお

り、これからも自分らしく、自立したくらしを続けるために、「今の

わたし」や「これからも大事にしていきたいこと」について書きとめ

る手帳です。これを書きとめることによって、その人が支援を必要と

したときに、専門職が「そのひとらしさ」を大切にした支援を一緒に

考えることができます。

最後に資料１の４ページの重点項目（６）高齢者及びその家族の孤立

化防止への取り組みについてでございます。

この項目につきましては、地域包括支援センター事業計画にあります

各事業を通して情報収集を行い、生活支援コーディネーターや民生委

員等関係機関と連携し、地域の中での見守りや居場所づくり等の支

援、訪問して関わりを継続していく支援など、地域の様々な資源のネ

ットワークを広げ、高齢者や家族が孤立することを防止する取組を行

います。

以上で「令和５年度廿日市市地域包括支援センター事業計画」につい

ての説明を終わります。
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大久保会長）ありがとうございました。ご質問、ご意見ありますか。

資料２の５ページのところに認知症施策の推進で④介護者への支援

で右の方に地域包括支援センターの周知ってあるんですけれども、

どうやって周知されるんですか。

友重課長） 現在、地域包括支援センターの周知として、チラシやリーフレット

等を作成しているということ、その配布を民生委員さんなど関係機

関へお配りさせていただいている、医療機関、サービス事業所等お

知らせさせていただいているということがあります。

大久保会長）令和５年度のリーフレットは配布されている？私あまり見たことな

いんですけど。

友重課長） 配布させていただいています。窓口などにも設置しておりますし、

医師会の方へも配布させていただいております。

もう１つ、取組として紹介させていただきます。９月の敬老の日の

前後で７５歳以上の高齢者のみなさんに ,地域包括支援センターの
周知も合わせてはがきを発送しました。何か、お困りのことはない

かというようなことで、返信をしていただいたりということで取り

組みました。

大久保会長）そのほか何かございますでしょうか。あまりにも幅広いからこれか

ら気になるということがあれば、事務局の方へお伝えしていただい

たらと思います。続いて、議題（３）「 業務継続計画（ＢＣＰ）に

ついて」、これは令和３年の介護報酬の改定で２０２４年度までに

介護関係の施設さんなどに義務づけられたんですかね。災害時、感

染症発生時の BCP の策定と言うことで前回のこの会でもみなさん
から持ち帰ってご意見いただいたりしたところです。それでは事務

局から説明してください。

坂本所長） それでは、「地域包括支援センター業務継続計画（案）」について、

ご説明いたします。

地域包括支援センター業務継続計画の策定については、第１回運営

協議会でご意見いただいたことを受け、委員の皆様には１０月と
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１２月に意見聴取させていただきました。お忙しい中、ご回答いた

だきありがとうございました。

ご意見頂き、修正させてもらった箇所を中心に説明させていただき

ます。

１ページ目次をご覧ください。

計画の構成ですが、概ね厚生労働省が例示しているガイドラインを

参考に目次のような構成としております。

２ページをご覧ください。

１「総論」の「はじめに」のところですが、計画の表紙にも「指定

介護予防支援事業」事業継続計画と表記してますとおり、本計画

は、地域包括支援センターが行う「指定介護予防支援事業」を災害

発生後も安定的に提供できる体制を構築するために作成したもの

で、この計画内での利用者とは、要支援１、要支援２及び事業対象

者です。

同じく２ページの（２）「平常時の災害対策の推進体制」でござい

ますが、所長、副所長と３職種で役割を明確にしております。その

他職員は、会計年度任用職員という立場の介護支援専門員になりま

す。

関係機関についても、注釈にて、具体的に記載しました。

次に（３）「リスクの把握」の②ですが、被害の想定は、「南海トラ

フ地震」と、豪雨による河川の氾濫、土砂崩れが起きた場合の「豪

雨災害」とします。

３ページをご覧ください。

（４）優先業務ですが、指定介護予防支援事業について、発生直後か

ら１か月以内までの業務を記載しております。

（５）の「研修・訓練の実施、ＢＣＰの検証・見直し」についてです

が、職員の入職時には、ＢＣＰの概念や内容など必要性を説明し、

年に１回梅雨時期前にＢＣＰの机上訓練を実施して、役割分担や実

施手順、物資調達方法など確認することとしています。

机上訓練での課題や最新の動向、社会状況の変化など反映させて、

定期的に見直しをすることとしております。

４ページをご覧ください

（２）の「利用者の災害時ケアマネジメント」ですが、利用者と各包

括の担当ケアマネジャーが、災害時に備えて、別紙１の個別避難計

画を警戒区域にお住まいの方などを優先して作成することとしてい
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ます。居住地の災害想定や、どこに避難するか、親族などの避難支

援者の緊急連絡先などの確認をしておきます。

市では土砂災害特別警戒区域（レッドゾーン）に居住する避難行動

要支援者の対象となる人の「個別避難計画」を地域自治組織やケア

マネジャーなどに協力をいただき、順次作成しており、別紙１の様

式はそれと同様のものとしています。

５ページをご覧ください。

（３）の「災害が予想される場合の対応」ですが、台風など甚大な被

害が想定される場合は、サービスの休止、縮小を余儀なくされ、サ

ービスの前倒しなど対応策を検討しないといけません。

また、指定介護予防支援事業についても、休止、縮小することを想

定し、対応方法等を居宅介護支援事業所や居宅サービス事業所と地

域ケア会議などで共有し、利用者やその家族へも説明することとし

ています。

６ページをご覧ください。

（５）の「利用者や家族、職員間、関係機関との連携体制の確立」で

す。

利用者と家族の連絡体制ですが、利用者基本情報や個別避難計画に

記載し、平常時から確認しておくようにします。職員間について

は、ＬＩＮＥアプリで情報伝達できるよう準備をしております。

衛星電話ですが、地域包括支援センターさいき、おおのが事務所を

置く佐伯支所、大野支所には設置がありますが、地域包括支援セン

ターとして使用することはほとんどないと考えています。

災害専用電話が１回線、多世代サポートセンターに事務所を置くは

つかいち西部には設置してあります。必要に応じて活用します。

また、被害状況の情報伝達や必要な支援については、地域ケア会議

や研修会などで協議していくことを考えています。

次に３の「緊急時の対応」です。

（１）の「ＢＣＰの発動基準」ですが、地震では、管轄する地域にお

いて局地的な震度５弱の地震が発生したとき、風水害については、

管轄する地域において局地的に重大な災害が発生したときとしまし

た。

（２）の「職員の行動基準」です。

③の施設の意味ですが、各地域包括支援センターのある「多世代サ

ポートセンター」と「佐伯支所」、「大野支所」を示しております。

災害対応には、支所は、支所内の動きと連携して動くことになりま
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す。多世代サポートセンターは、他機関との複合施設になってお

り、連携した動きも重要となってきます。

次に、（３）の「災害発生直後の業務・対応体制」です。

７ページをご覧ください。

②の「対応体制」ですが、運営統括、情報連携班、安否確認班に分

かれて動くこととしております。介護予防支援員は、所長の指示に

より参集し、安否確認班として活動します。

（４）の「対応拠点」についてですが、基本、拠点は資源や情報のあ

る各地域包括支援センターが本部となります。拠点を移動させる可

能性は低いと考えますが、ハザードマップでは、地域包括支援セン

ターはつかいち西部とおおのは、浸水の可能性があります。はつか

いち西部は事務所が２階で被害を受ける可能性は低いと考えます。

おおのについては、大野支所、大野支部の拠点の移動に合わせて動

くことになると考えます。

拠点の移動の判断は、所長が行い、災害対策本部や移動先と調整す

ることになります。

（５）の職員の参集基準ですが、ＢＣＰが発動した場合は、まずは、

所長、副所長、３職種の保健師、社会福祉士、主任介護支援専門員

の出動を必須とします。参集できない基準は、市の基準に合わせ

て、計画内に記載しております。

８ページをご覧ください。

（６）の「安否確認」です。

利用者への安否確認ですが、確認後、別紙２の基本情報一覧表のメ

モ欄へ確認日時、内容などの記入を行います。個別に記録が必要な

場合は、別紙として記録をつけていきます。

安否確認の優先順位は、様式２の氏名の前に朱書きで優先順位を記

載します。

（７）の「重要業務の継続」ですが、ここの必要な情報提供ですが、

主に居宅介護支援事業所との連携の中で必要なことについては、災

害対策本部が発信する情報も含め地域包括支援センターから行うこ

とを考えています。

（８）の「職員の健康管理」のところです。

休憩場所の指定についてありますが、各地域包括支援センターが事

務所を構える施設内において、指定できるよう、他部署との調整が

必要と考えます。

４の「他施設、地域との連携」のところです。
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連携を強化する取り組みや具体的な手段については、地域ケア会議

などを活用し、平素から関係機関との連絡体制やそれぞれの動き等

の確認し調整を行うこととしています。

最後に、全体的にですが、表記や用語、明確にする部分などは、委

員様からご意見いただいたことを参考にして修正などして作成して

おります。

以上で、簡単ではございますが、地域包括支援センターの事業継続

計画（BCP）についての説明を終わります。

大久保会長）ありがとうございます。それで、大体前回の修正してできあがった

ということですね。ご質問、ご意見ございませんでしょうか。

前回話した、バッテリーとかどうなのですか、全部の包括に自家発

電機があるんですか。

坂本所長） 発電機があります。

大久保会長）それはガソリンでするやつですか。私たちも考えたんですが、ガソ

リは難しいかなと。燃料が置いておけない。ですからそういう発電

機が使えないんで、医師会事務所、訪問看護ステーションではバッ

テリーを備蓄している。実は先月、ジャパネットタカタが安かった

から、蓄電器、バッテリーを用意して、いざというときにパゾコン

が起こせ、スマホを充電できる、それでどうにかなるように。自家

発電って現実的に、例えば商工保健会館に自家発電機を用意しよう

かなんて言っていたんですけど、ガソリンの置き場がないんです。

置いてはいけない。でも、自家発電機を持つっていうことはなにか

しとってですか。

坂本所長） わかりません。

大久保会長）だから、例えばいま西っていうか包括ができましたよね。そこに自

家発電があるとはとても思えない。あるのはこの建物か、市役所く

らいですか。

坂本所長） 各支所についています。西部の多世代サポートセンターには、非常

用のコンセントがありまして、非常時は詳細がわかりませんがそこ

を使うようになっております。
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大久保会長）非常時の電源っていうのがあるんですか。どこから来るんですか。

中野委員） 自家発電でそこだったら重油での稼働じゃないかと。市役所の本庁

は重油で稼働する自家発電設備になっています。ただ地下にありま

すが。

大久保会長）洪水がこなければ。だから大きな病院さんとかはよく自家発電を用

意されているけど、何日もつものなのかとかそれがどうなのかとか

確認だけはされた方がいいでしょうね。

坂本課長） 詳細は確認します。

中野委員） 市役所なんかは、基本自家発電は３日もつようにするになっていま

す。

大久保会長）で何か、細かいことでも大きいことでも何でもいいですからご意見

ないでしょうか。

金子委員） ８ページの（７）重要業務の継続の発災直後の優先順位の高い利用

者から安否確認を行うとあるんですが、これは平時から利用者の優

先順位をつけているということでいう理解でいいんですか。

坂本所長） 平常時の準備で一覧表作って、優先順位をつけておくようにする予

定です。

船倉委員） ４ページの災害時のケアマネジメントのところで、担当されている

利用者さんの危険度や家族の状況等を必要に応じて、個別避難計画

を作成してご本人さんやご家族と話し合いをされるとあるんですけ

れど、具体的にどういった状況の方に計画を作成されるのかありま

したら教えていただければと思います。

坂本所長） お住まいがレッドゾーンやイエローゾーンの方を優先に、計画を作

るようにしております。医療的ケアが必要な方も含めて、どこに避

難するのか親族などどこに連絡したらよいか、家族の皆さんとも共

有して、緊急時の対応が速やかにできるように、避難計画を作成し

て、災害に備えておくと考えています。
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大久保会長）今日大体これで地域包括支援センター業務継続計画はできあがりで

すか。もう１回意見を集めたりしますか。

坂本所長） 今日の意見で概ね作りたいと思います。毎年、見直しを考えており

ますので、ご意見いただいたり、机上訓練など行いまして、随時修

正を考えておりますので、一旦こういった形でつくらせていただい

たらと思います。

高浜委員） 廿日市市介護支援専門員連絡協議会の高浜です。個別避難計画詳細

版というのがありまして、これに対して４ページの利用者の災害時

のケアマネジメントというのと内容がリンクしているのだと思いま

す。これを１回作るのはいいんだけど、ケアプラン作成時と状態変

化時と年に２回、基本情報の一覧表を更新していくと書いてあるん

ですけど、おおむね想定されるこの計画をつくる人というのは１包

括あたり何人くらいを想定されているんでしょう？これをしないと

いけないとあるんですけど、包括が関わる人たち、例えば１００人

いたら１００人全員つくらないといけないとか、そう言うような感

じになるんでしょうか。そうなると担当者がこれをつくるのに日々

追われるんじゃないのかという懸念があるんですが、いかがでしょ

うか。

坂本所長） ご意見いただいた内容について、包括の方で議論しているんです

が、中には必要のない人もいるので、全員するのはしんどいかなと

思っています。なので、先ほど説明したようにまずはレッドゾーン

の人から順次計画を作成していくということで、全員つくるという

のはしんどいと思っていますので、それが目標にはならないです。

堀委員） 確認していいですか。この個別避難計画、今数が出ていたんでけ

ど、今私の認識では避難行動要支援者の避難支援なので、それをや

ると手を挙げた、今地域で実際やっているんですけど、その人のプ

ランだと思って見ていたんですけど、包括さんは、地域で手を挙げ

た人をつくるという認識でいいですか。制度に同意している人？

森﨑係長） 地域包括支援センターで優先順位をつけて、支援計画を立てていく

にあたって、どのような様式がよいだろうかということで職員で意
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見交換をしたときに、今市の方で先ほど堀委員が言われたようにレ

ッドゾーンのところで手を挙げていただいた方から順次避難計画立

てているんですけれど、その様式と合わせた方がいいんじゃないか

という意見があって、同じ様式を使うことにしています。

堀委員） 今、レッドゾーンって言われたけども、レッドゾーンだけをしてい

るということですか。避難行動要支援者で手を挙げた人はレッドゾ

ーンだけでなくて、身体的なことであるとか個人の手挙げなので、

環境だけではないですよね。私もごちゃまぜになっているんですけ

ど、包括さんは自分たちの担当されている方を全部しようとされて

いるっている話だったけども。同じ様式を使っているということで

混乱しているのかもしれないんですが、そちらの方も制度と様式と

認識がぐちゃぐちゃじゃないかなと思って、もう少し整理して説明

してほしいなと思うんですけども。

森﨑係長） 様式をそろえているというところがまず１つなので、地域の方でさ

れているのと分けて考えていただいて。様式が同じなのでややこし

いんですけども。

堀委員） 地域の方では、なんとなくケアマネジャーがいる人は一緒につくり

ましょうってなっているんですけど、それとはまた別ですか。

森﨑係長） 今現段階では、包括の中でこの様式を使って緊急連絡先や避難先を

考えるためのものにしているので、この中にはもしかして地域の中

で手挙げをされていて、これをつくりましょうってなっている人も

おられるのかなと思うんですけども。

堀委員） では別物という認識をしておいていいということですね。

村本委員） JA 広島総合病院の村本です。取組は活用できるようになればいい

なと思って。いろいろ書類として動くじゃないですか。災害時って

電源がなければパソコンが立ち上がらないしということで動くんで

すが、例えばこの基本情報一覧表を管理する方は決まっています

が、多分その方以外も持たれていますので、今本当に個人情報とか

も難しくなっていて、災害時個人情報はまた置いといてという話に

なると思うんですが、平時も多分持たれている書類であって、それ
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がどういう風に管理されて適切に、紛失はないと思いますが、最近

病院でも名前１つ漏れたら報告書というような時代になっているの

で、どのような管理をされるのかなって。いろいろ書類が出ている

中で、気になるなって思って話を聞いておりました。あえて意見で

す。

高垣委員） 洗心園の高垣です。８ページの４他施設、地域との連携というとこ

ろで、もうちょっと私たちも力になりたいなと思うですけど。連携

していますので、よくわかっているんですけど、こういうところに

入れてもらえたらやる気が出るなと思って。施設としてどういうこ

とができるのかなと思ったので。私もつくったのですが、具体的な

ところがなかなか入れられないですよね。もうちょっと４を考えて

ほしいなと思いました。

畑板課長） 高齢介護課の畑板です。先ほどいただいた高齢者施設との連携なん

ですが、福祉避難所の方に協力いただいていたりします。こういっ

た災害が起こったときもそうですが、平時でももしよかったら地域

での一緒に避難訓練をさせていただいているところもあったり、さ

せていただけたらなと思っております。

堀委員） さっき、中途で自分で悶々としているんですけど、先ほどの避難計

画は別物ですって言われて、そっちはそっちでやっていますとのこ

とですが、それちょっとおかしいんじゃないかと思って。まさにず

っと今までの計画の中でも地域と一緒にとか言ってらっしゃったわ

けですし、この辺を地域は地域での把握していること、ケアマネジ

ャーは専門性のところ、疾患のことよくわからないので、一緒にど

ういう形でするかわからないですけど、そこに入れ込まないと意味

はないのかなと。すごく違和感を感じて聞いております。

坂本所長） 計画をつくるということで、地域包括支援センターでこういう形で

するよっていう様式をあわせたことが、地域でつくってもらってい

る計画書と連携をとりたいなということで。

堀委員） だから、その計画をつくるということが市というか国の制度でやっ

ているじゃないですか。国の制度でやっていることだから、そこに

はじめから乗っかって、様式っていうことだけじゃなくて、地域で
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も進んでないけど動き初めているわけですから、一緒に包括さん

と、今の時点でしていかないといけないから、各地域それぞれの協

定団体がいると思うので、そちらの方と連携とりながら進めてほし

いなと思いました。様式だけの問題だけでなくて。

中川部長） 中での連携ができておらず申し訳ありません。堀委員がおっしゃる

ように、私どもこの避難行動要支援者の個別計画をつくることに、

優先順位をつけながら取り組んでいます。実際には、土砂災害の危

険区域、所謂レッドゾーンに住んでいらっしゃって、支援の必要度

の高い方を抽出して、今年度７６人抽出しているんですけれども。

その方たちの今の状況を確認することをしています。その中に、も

しかしたら、包括がもっている計画をつくろうとしている方と重複

していないかという、中での連携はさせていただきたいと思ってい

ます。別でつくるっているのは、本当にナンセンスで、包括はただ

この様式を利用しただけと申し上げましたが、そこのところは中で

しっかり調整させていただきたいと思います。調べてみますと、す

でに施設に入っていらっしゃる方もおられたり、手挙げしていなか

ったけど、支援してほしいという方もいらっしゃったり、様々で、

無反応の方もいらっしゃったり、優先順位をつけて地域全体でもこ

れを取り組んでいきますので、包括がつくるこの計画とあわせて無

駄のないように、地域に混乱をまねかないように取り組ませていた

だきたいと思います。よろしくお願いします。

大久保会長）その他、BCP 作成についてご意見ございませんか。先ほど、少し

でましたが、福祉避難所って、先日確認させていただきました、あ

まのクリニック、アマノリハビリテーション病院、廿日市記念病

院、大野浦病院、敬愛病院、この５カ所が現在廿日市市と福祉避難

所の協定を結んでおられます。

畑板課長） 今ご紹介いただいたのは病院でその他、高齢者や障がい者の施設も

含めると３０カ所ほどあります。

大久保会長）そういうのってどこに載っているのですか？

中川部長） 市の防災計画に記載しております。すでに施設は２４カ所ほど結ば

せていただいておりまして、最近は病院も空きの病床なども使える
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ということで、今大久保会長からご紹介いただいた病院とも結ばせ

ていただいております。

寺田委員） 福祉避難所に登録されていることを知らない人も結構いるので、も

し机上訓練するときも電話して、「今そういう形で机上訓練してい

るんですけど今だったら確保できますか」といったのもしないと、

いざとなったらどこを空けようと、それなりに一部の人は知ってい

るけど、その人たちが出てこれなかったということもあるので、常

にフレームにしていかないといけないんじゃないんかなと。福祉避

難所には入れる人も変わってくるので、避難所はだめだけど介護施

設と中間的なところとか、いろんな基準がある。そこらもわからな

くて来られたり、あてにしている人がいたりして、トレーニングを

市でしていったら。

大久保委員）その他ないですか。私たち医師会なんですけど、廿日市市の医療従

事者間で今までこういう大規模災害発生時に災害対策マニュアルの

机上訓練も含めて準備がなくて、廿日市市と協定結んでこういうこ

としましょうって話が昔からあるんだけど、現実的なものになりま

せんでした。昨年の９月から、医師会、歯科医師会、薬剤師会、健

康推進課、危機管理課、消防本部、総合病院、西部保健所と毎月集

まって、意見を出しながら、マニュアルを作っています。あと２、

３回会議を重ねて、できあがる。現実的に、大規模災害が起きたと

きに誰がどこに行って、どういうことをすれば１番効率よく対応で

きるかっていうことをやっております。今回の包括の BCP も同じ

ようなものですが、ちょっと狙うとこが違うといえば言葉が悪いで

すが、私たちとすれば今回ちょうど危機管理課と話をして、救護所

をつくっていただくことにしました。廿日市市はたくさん避難所を

用意すると言っておられるんですけど、あまりにも数が多すぎて、

そこに全部救急医療って言いましょうか、対応は難しいので、各地

域ごとに何かあっても屋根があって処置ができて対応できるような

ところを選んでいただいている。現実的には学校の体育館になる、

そういうことを含めて今回マニュアルが大分下書きができていま

す。少しでも市民の皆さんに災害発生時に何かお役に立てればと。

そして、包括のマニュアルも一緒にリンクできる、いいものになれ

ばと思います。私たちも一生懸命しております。この令和３年度の

介護報酬改定では災害時と感染症と両方の BCP をつくってほしい
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と言われています。今月末の土曜日に西部保健所主催で感染症発生

時の BCP 策定について、研修会があるということで聞いておりま

す。もしお時間ある方は聞いてみていただければと思います。あり

がとうございました。司会は終了とさせていただきます。司会進行

を事務局の方へお返しします。

森﨑係長） 長時間にわたり、協議いただきましてありがとうございました。

それでは、以上をもちまして、令和４年度第２回廿日市市地域包括

支援センター運営協議会を閉会とさせていただきます。

お疲れ様でした。

ありがとうございました。


